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平成23年度予算は、加西市初の「骨格予算」に

■子育てと教育の環境整備
　子育て世代への支援は少子化対策の面からも重要です。
かねて要望・ニーズの強かった日曜祝日の預かり保育、
病後児・体調不良児保育を各々 1 園で実施します。
　小中学校施設の耐震補強、学校再編計画、そして教育
の質向上など、ハード・ソフト両面での教育環境の整備
は今、本市が最も優先するべき喫緊の課題です。
　昨年度に策定した「加西市教育振興基本計画」に基づき、
新たな教育施策を展開するとともに、学校あり方検討委
員会からの答申を 6 月にも受けて、魅力的で質の高い加
西市の教育サービスを実現するため、小中一貫校などの
具体的プランをお示しします。

■企業立地の促進と観光振興
　市内産業団地への企業誘致は過去 5 年間で計 23 件でし
た。平成 20 年末のイオン加西北条 SC の開業、昨年秋の
三洋電機加西グリーンエナジーパークの完成、さらに今
春予定されているコーナンの開業等、市内への新規企業
進出は年々高まりを見せています。これらの旺盛な民間
設備投資は、市施行の公共事業が減少する中、少ない建
設需要を補っているものと認識しています。
　観光面では、将来ビジョンを盛り込んだ（仮称）「加西
市観光振興計画」を策定し、産業ツーリズムや農業ツー
リズムの振興などによって、交流人口・流入人口の増加
を図ります。

■安心して暮らせる住みよいまちづくり
　市街地の宅地化を促し、市道や安全施設等の維持管理
と整備を進め、次代を見据えたまちづくりに努めます。
　消防・防災面では、4 月 1 日から北播磨 3 市 1 町によ
る広域消防「北はりま消防組合」がスタートしました。
　また、一昨年 12 月に病院事業を地方公営企業法の全部
適用に移行させたことに加え、病院改革プランに基づい
て、市立加西病院の医師確保と更なる経営改善に努めま
す。地域の中核病院として掛かりつけ医との連携強化を
図り、地域医療体制を確立します。
　そして、「癒しと安らぎのスローシティ」を基本コンセ
プトとして、高齢者や障がい者をはじめ、市民誰もが住
み慣れた地域で心身ともに健康で自立し、いきいきと安
心して暮らせるまちづくりを進めていきます。

■環境と景観のまちづくり
　BDF 事業、かぐや姫プロジェクト、与作プロジェクト
などに加え、低炭素社会に向けて CO2 排出量取引制度の
導入など、今後も環境都市加西の実現に努めます。
　再生可能エネルギーの世界的拠点「加西グリーンエナ
ジーパーク」が加西市内にある利点を活かして、次世代
型環境都市「スマートシティ」を推進し、加西の強味で
ある環境や農業を高度化するための研究を進めます。
　今月から「加西市開発調整条例」を施行しました。市
民周知を徹底して、条例の目的である開発業者と周辺住
民とのトラブルを防止し、良好な住環境の形成を図るた
めの土地利用を誘導します。
　良好な市街地整備や優良住宅ストックの形成は、加西市
民の資産価値を高めます。住み良く魅力的な加西にするこ
とを通して、定住促進と人口増対策に努めます。

■市民参画と公民連携
　市長就任以来、市民参画と公民連携（PPP）をキーワ
ードに行財政改革と新しい公共の仕組みづくりに取り組
んできました。官民の連携を進めて、質の高い公共サー
ビスを効率的に提供できる市役所や地域に変えることが、
加西市の再生と地域経済の活性化に繋がります。公民連
携は市民や市民団体等に活躍の場を提供し、地元企業に
は新たなビジネスチャンスにもなるものです。
　地域公共交通の面では、住民運営による「はっぴーバス」
が去る 2 月 1 日からスタートしました。
　今後も、地元企業も含めた民間事業者や地域の NPO な
ど、新しい公共の担い手を育成するとともに、市民の主
体的な活動を誘導して、地域力を創造していきます。

■むすびに
　常に先々を考えながら、行財政改革と市民サービスの
向上に取り組み、相応の成果を出せたものと思います。
その結果もあって加西市への行政視察や連携案件が大幅
に増え、加西市の先駆的取り組みは全国多くの自治体か
ら注目され、一定の評価もされていると認識しています。
　私の任期も残り僅かとなりましたが、市民の皆様から
の負託に応えるべく、住民目線と現場主義に徹し、最後
まで気を抜くことなく公正かつ迅速な行政運営に徹しま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長）

　3 月 1 日、第 236 回加西市議会定例会の初日、
中川暢三市長が平成 23 年度の施政方針を申し述
べました。要旨は次の通りです。
　全文は市ホームページに掲載しています。

平成23年度  市長施政方針（要旨）

住民監査請求に係る対応結果について（ご報告）

　加西市健康福祉会館に入っている加西市老人クラブ連合会（市老連）の事務所使用料と光熱費等の徴収について、昨
年 12 月、住民監査請求があり、本年 1 月、監査委員勧告があったことは市ホームページでも開示している通りです。
　「水道に係る使用料については、合理的な計算方法により市老連が負担すべき使用料を算出し、平成 21 年 9 月以降の
水道使用料の支払いを求める措置を講じるように」との監査委員勧告を尊重し、市は指定管理者である市社協との間で
水道使用料の合理的な算出方法について協議してきました。
　その結果、多くの水量を使用する浴場等の部分を除いた健康福祉会館全体の水道料金をベースに、市老連事務所の面
積で按分した水道料金（19,111 円）を、電気料金の過払い分（12,306 円）と相殺した金額 6,805 円について、平成 23
年 3 月 3 日、市社協が市老連に請求し、市社協が即日支払いを受けたことをご報告申し上げます。
　なお、その請求人は別途、市（市長）を相手取って、水道料金の収受を求める裁判を提起されましたが、これは使用
料や光熱費等の請求義務違反があったとの事実誤認に基づくものです。今回、精算が終わったことで訴えの利益そのも
のがなくなり、裁判も終結するものと考えます。
　そもそも、老人福祉法には、老人クラブ等の活動援助について自治体の努力義務が規定されており、これに基づき、
加西市でも従前から事務所使用料を免除してきたものです。健康福祉会館の使用料についても、行政財産使用許可に関
する使用料条例に基づき免除としているものであって、市（市長）には使用料等を請求すべき義務はありません。また、
水道使用料や光熱費等の請求については、健康福祉会館の管理運営を指定管理者である加西市社会福祉協議会（市社協）
に委託しており、本来、市社協が光熱費等を請求し、市老連が市社協に支払うべきものであって、市（市長）にはそも
そも請求の義務も権限もありません。
　なお、市老連の事務所を健康福祉会館へ移転する話は前会長時代からの合意事項であり、私と現会長の個人的繋がり
で契約しているものではありません。あくまで市と市老連（団体の長同士）が組織として契約しているものであって、
会長がどなたに変わろうが、この契約は続くことを申し添えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長）

施政方針を演説する中川市長

　平成 23 年度当初予算は、5 月に市長選挙と市議会議員選挙を控えていることから、新規施策等の政策的予算の計上は
極力差し控え、従来からの継続的事業や義務的経費などを中心に、加西市初の「骨格予算」として編成しました。政策
的な思い入れ予算などは選挙後に新市長が提案し、新しい市議会で審議されるべきものと考えます。
　ただし、新規施策であっても子育て支援、例えば、休日保育 1 園（187 万円）、病後児・体調不良児保育 1 園（469 万
円）、認定こども園の運営補助（2 園・503 万円）、学童保育の充実（6 園→ 8 園・総額 5,725 万円）など、取り組みが遅
れることで利用者や市民生活に支障が生じかねないものについては今回の当初予算で計上しました。
　22 年度に実施した北条中学校地震改築事業（予算額 11 億円）など、大きな建設事業を計上していないため、23 年度
一般会計予算の総額は前年度比 9 億 9,000 万円（5.2％）の減となりましたが、精一杯やり繰りしたものです。
　今回、当初予算案に含めなかった、市長
思い入れの新規事業費など約 1 億円は、連
結予算総額 413 億余円の中では 0.24%に満
たないものであり、市の全体予算がいかに
財源不足の中でギリギリの編成をしている
かをご理解いただけるかと思います。（市長）

一般会計　179 億 6,000 万円（対前年　△ 9 億 9,000 万円　△ 5.2％）
特別会計　 92 億 6,968 万円（　同　　 2 億 3,612 万円　 2.6％）
企業会計　141 億 1,992 万円（　同　　 10 億 3,386 万円　 7.9％）
総額　　　413 億 4,960 万円（　同　　 2 億 7,998 万円　 0.7％）

■平成 23 年度予算案

加古川西部土地改良区の新理事長に藤原實氏

　去る 3 月 2 日、加古川西部土地改良区の理事会で、新理事長に藤原實氏（常吉町）が選ばれました。
去年、私は理事長在任 5 年を区切りに理事長職を辞任しました。同土地改良区は農業者が中心とな
って運営される組織であり、新理事長は組合員の中から選んでいただきたいという願いからです。
　これまで初田源三副理事長が職務代理者を務めていましたが、今回同土地改良区としては初めて投
票によって後任理事長が選ばれたことは画期的なことです。私は今後も員外理事として、また市長と
して同土地改良区を全面的にサポートすることに変わりはありません。　　　　　　　　　　（市長）

藤原實新理事長
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中川市政5年間の取り組み報告

　平成 17 年 7 月の初当選以来、『全国に誇れる魅力ある加西市の創造』を基本理念に、様々な行財政改革を進めてきま
したが、過去 5 年間の取り組み結果について下記の通りご報告します。市民の皆様には市政の現状を、事実やデータに
基づいて正しくご理解いただき、今後の課題についても一緒にお考えいただきますようお願い申し上げます。　（市長）

　加西市の将来人口予測では、あと 5 年もすると 4 万 5 千人を割り込むという推計が出ています。このまま手を打たな
ければ、あと 20 年すると、3 万 4 千人の人口レベルになるかも知れません。今、加西市は人口増、定住促進に取り組む
ことが迫られています。子育て世代を呼び込む誘因となる「教育改革と教育の質向上」は、人口増のためにも最も重要
かつ有効な手立ての一つと考えています。市税収入については、下図右の通り平成 9 年度の 71.4 億円をピークとして、
平成 22 年度は 61.9 億円（見込）です。平成 23 年度の市税収入は約 62 億円となる見込みです。

■加西市の人口と市税の推移

　平成 16 年度末時点で、市の借金（市債や支払利息など実質
債務といわれる広義の借金）は 656 億円ありました。5 年後の
平成 21 年度末時点で、実質債務は 514 億円となり、142 億円
減りました。市民一人当たり 129 万円あった借金が 106 万円に
なったことになります。
　一方、基金の一部取り崩し 7 億 6 千万円、下水道料金値上げ
4 億 5 千万円、ゴミ有料化 9 千万円の市民の負担増、逆に水道
料金の値下げで 1 億 7 千万円の市民負担の減で、これらを差し
引き 11 億 3 千万円が市民の負担増となりました。
　よって、実質債務の減額分から市民の負担増分を差し引いた
131 億円が、5 年間で実質減った借金という計算になります。
年間の市税収入が 60 数億円ですから、市税 2 年分を上回る財
政効果を上げました。改革を進めた結果、平成 23 年度末に加
西市の実質公債費比率は、18%以下となる見込みで、これによ
り、新規市債発行の許可が不要となり、漸く来年度からまとま
った公共投資ができる財政状態となる見込みです。
　なお、市ホームページに借金時計を掲示しており、今でも、一日当たり 724 万円借金が減っているのがご覧いただけます。

■市税 2 年分超（131 億円）の実質財政効果を上げました

　加西市政の課題を改革マニフェストにまとめ、それを 3 年間の目標として行財政改革を進めてきました。
　第一次改革マニフェスト（平成 18 年度～ 20 年度）では、職員の給与制度の見直し、人事制度の改正、ミニ幼児園の開設、
ゴミ量の 20％削減などに取り組みました。その結果、全 94 項目中、完了は 64 件、概ね完了となったものは 19 件でした。
　第二次改革マニフェスト（平成 21 年度～ 23 年度）では、光ファイバー網の整備を昨年末に完了した他、消防広域化
もこの 4 月 1 日に実現するなど、全 54 項目の取り組みも順調といえます。第 5 次総合計画の策定作業も最終段階です。

■第一次改革マニフェスト項目の 88%を概ね達成しました

■「子供にツケを回さない」正職員を 7%削減、総人件費を 9%低減
　平成 15 年度からの財政再建推進計画を前倒しで実施。正職員数も、平成 17 年
時点 771 名だったものを退職不補充により平成 22 年には 718 名まで約 7%減ら
すとともに、正職員でなくとも担える業務については、人件費負担の少ない臨時
職員に置き換えてきました。その結果、臨時職員の人件費を含む年間 85 億円掛
かっていたものを 77 億円まで、9％余り削減できました。また、北条鉄道の経営
健全化にも取り組み、赤字を半減させました。
■市民参画と公民連携（PPP）
　加西市の行財政を良くする原動力は、市民参画と公民連携だと考えています。
あるサービスを市直営で提供するか、民間に委ねるか否かは「同じサービスであ
れば、より低コストで。同じコストであれば、よりよいサービスを」が判断基準
となります。全ての業務を市直営で公務員が担うのではなく、民間事業者や NPO
等の力も活用して質の高い公共サービスを効率的に進める、これが PPP です。こ
の 1 月から光ファイバー網が市内全域で供用開始となりましたが、これも民間の
力を活用し、民間に整備してもらって行政はその対価を支払う方法で短期間で集
中整備できました。
　市民参画の観点からは、県下初の事業仕分けを過去 3 年間実施しました。また、
かさい夏っ彩夢フェスタ、北条の宿はくらんかい、宇仁郷菜の花まつりなど、市
民イベントが市内各地で開催され、来場者も年々賑わっています。
■経営効率化と利便性の向上
　平成 18 年から上下水道のサービス業務を市役所直営から関電サービス㈱に一
括委託しました。水道サービスについては、水道事業のあり方検討委員会を設け、
一段の効率化のためにコンセッション方式の導入が答申されました。また、公共
料金の徴収業務をニッテレ債権回収㈱に委託し、成果を上げています。そして、
市民の皆さんの利便性を高めるため、市税のコンビニ収納を始めました。
■子育てと教育の環境整備
　平成 20 年ファミリーサポートクラブを開設しました。加西市立の幼稚園・保
育園については、質の高い幼児教育と利便性の高い保育サービスを提供するべく、
一元化・民営化に向けて過去 4 年間取り組んできました。昨年 7 月には、幼保統
合民営化基本計画・実施計画を策定しました。学校再配置計画についても教育委
員会が素案を作り、その後、市役所挙げての最終案も用意した上で、外部有識者
を含めた学校あり方検討委員会で現在最終審議されています。
■環境と景観のまちづくり
　加西市の環境や景観は貴重な地域資源であり、郷土の資産です。平成 17 年に
全国でも 30 番目、近畿では初めて、バイオマスタウン構想を公表。「新エネ百選」

「ため池百選」にも選ばれ、全国市町村初の「エコアクション 21」の環境認証も
受けています。平成 20 年から BDF 事業を開始し、廃食用油からバイオ燃料を製造し、市内外で使ってもらうとともに、
北条鉄道では 100％バイオ燃料での営業運行も達成。エコフィード事業、かぐや姫プロジェクト、与作プロジェクトなど、
環境都市を目指してさらなる取り組みを進めています。
■新規企業の誘致
　過去 5 年間で市内産業団地に 23 社の新規立地がありました。平成 20 年末にイオン加西北条ショッピングセンター、
平成 22 年に三洋電機加西グリーンエナジーパーク、今春コーナンが開業予定です。
■新しい条例の制定
　加西市の業務を指定管理者（民間事業者）に任せられる条例（平成 17 年）、ペット霊園条例（平成 18 年）、ふるさと
寄付条例（平成 20 年）、法令遵守のためのコンプライアンス条例（平成 21 年）、市役所職員を関係機関に派遣できる条
例（平成 22 年）、外部から専門的人材を招き入れる任期付職員採用条例（平成 22 年）、開発調整条例（平成 22 年）な
どを制定しました。

■重要な政策課題への対応状況

　詳細やその他の取り組みについては、市ホームページに掲載していますので、どうぞご覧ください。

加西市の将来人口予測
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■実質債務残高の減少（市民の負担減）

656 億円
H16 年度末の借金

514 億円
H21 年度末の借金

　※ 5 年間で約 142 億円減少Ⓐ
　市民一人当たりの借金

129 万円（H16 年度末）  　　　    106 万円（H21 年度末）

■市民の負担増
基金残高　純減 7 億 6,600 万円
下水道負担増 4 億 4,600 万円
ゴミ袋有料化 9,000 万円
上下水道負担減 ―1 億 7,300 万円
市民の負担増 11 億 2,900 万円 Ⓑ

■市民の実質負担減
　約 142 億円Ⓐ － 約 11 億円Ⓑ  ＝ 131 億円

3 億円（S42 市制スタート時点）

様々な取り組みで注目を集める北条鉄道

イオン加西北条ショッピングセンター誘致

過去 3 年連続で実施した事業仕分け

三洋電機加西グリーンエナジーパーク誘致



■地球温暖化地域推進計画の策定、国内クレジット制度の活用
　加西市の地球温暖化推進計画に基づき、将来の加西市全体の CO2 排出量削減の目標値を決
めるために、現在、市内の主要企業などからヒアリングしています。
　また、平成 22 年度建築物省エネ改修緊急支援事業の補助金約 2,400 万円を得て、市役所
本庁舎の空調用熱源などの改修ができることになりました。省エネ化による CO2 削減量は国
内クレジット制度を活用して企業等に売却する計画で、その収益を用いて、新たな省エネ技
術の導入を考えています。
■ LED 防犯灯の技術検討
　市内の防犯灯を蛍光灯から LED 照明に変更することによる電気料金低減分で、LED 照明の初期投資を 7 ～ 10 年で
回収できます。現在、各メーカーの LED 照明の技術的信頼性をチェックしているところです。
　それを踏まえて、関連部署と連携し、加西市における LED 防犯灯の仕様書を作成。数社から LED 防犯灯を取り寄せ、
市役所周辺に設置し、実証試験を開始します。これにより、財政に負担を掛けずに市内全域に LED 防犯灯を集中整
備することができます。
■新エネルギーの多様化に向けた検討
　国が計画している太陽光発電の全量買い取り制度に対応し、鶉野飛行場跡地等でのメガソーラー設置に向けて基本
計画を策定しています。
■生物多様性戦略の策定について
　国の補助事業の採択を受けて、市内の水環境の保全、農業が継続できる環境を守ることを目的として、生物多様
性戦略を策定します。戦略の内容は、生物多様性への配慮と生態系サービスを提示します。
　現在、生物多様性戦略の実施体制を構築することを目指しています。2 月 11 日開催の「ふるさとの森づくり in 鎮
岩工業団地」植樹祭に合わせて、生物多様性に対する関心を持つ市民団体や学校などと協力関係を築くことができま
した。一方、大学などの技術支援も得て、現在、加西市の生物多様性戦略で目標とする最終イメージの検討に取り掛
かっています。その他、ため池・川など加西の水辺環境を保全し、希少生物を保護する様々な活動をしています。

　市役所職員は、市民サービスを担う原動力です。例え同
じ給料の職員であっても人によって能力やヤル気に差があ
ります。職員の意識改革、能力アップは重要な課題であり、
日頃から職員の「気づきと行動」を促しつつ、市民のために、
より高い目標に向けてチャレンジできる職員に変えるべく、
市長として指導し続けています。
　過去 5 年間で、消防・病院含めた新卒採用は 186 名、社
会人採用は 15 名、任期付採用は 6 名でした。この 4 月に
入庁する者を加えると社会人採用は延べ 17 名に、任期付
採用も今回弁護士と公認会計士各 1 名を内定しましたので、
延べ 8 名になる予定です。
　こうした採用に当たっては、職員採用のあり方委員会の
答申に基づき、公正な採用選考を徹底し、本人の経験・能力・
実績・問題意識などを十分チェックして、優秀な人材を採
用し、その後も指導・育成に注力しています。
　任期付き職員は市政の重要課題に対し、専門的かつ新し
い切り口で取り組んでおり、そのノウハウを市役所の既存
職員にも学んでもらっています。1 人の正職員を新卒で雇
用すると生涯人件費は約 2 億 9 千万円にもなるので、必要
な人材を 3 ～ 5 年間の期間限定で雇用する方が効率的です。任期付職員の年収水準は、前歴換算ゆえに同年齢の既存職
員よりも総じて 5%以上低く、退職金も少ない中で、志も高く有能な人材を確保し、着実に成果を出していると確信します。
　昨年 10 月 1 日採用の任期付職員 3 名について、半年間の活動状況を次の通りご報告します。　　　　　　　　　（市長）

6 7

正職員の採用状況と任期付職員の活動報告 ■加西市の教育改革と教育の質向上に向けて

平成 3 年ランカスター大
学大学院修了。シェフィ
ールド大学講師。小中学
校校長。文科省「熟議懇
談会」メンバー。

■環境先端都市の実現に向けて

平成 3 年広島大学大学院
修了、㈱フジタに入社。
都市環境に関わる研究開
発に従事。博士（工学）、
一級建築士。

教育委員会参事　　塩見善則
しおみ   よしのり

生活環境部環境創造課長　　野々村善民
ののむら   よしたみ

■加西市役所に赴任しての半年間 経営戦略室参事　　山﨑宏之
やまさき   ひろゆき

■市内中小企業の振興
　私が主に担当する業務についてご報告申し上げます。まず最初に、地域産業界への公的な資
金や助成事業の導入です。文科省系・経産省系・総務省系・農水省系の競争的外部資金を採択
するためには、大学や公的研究機関との連携を深め、その技術シーズを活用することが必須で
す。私は独立行政法人産業技術総合研究所（産総研）で、企業対象のシーズ発掘・育成、技術
評価・相談、知財マネジメント支援等に従事してきました。その経験を踏まえ、昨年 12 月「産
業振興のための大学・公的研究機関活用法セミナー」を開き、ノウハウをご紹介するとともに、
産総研や大学等の外部機関と市内企業とのマッチングに努めているところです。
■市内農林業の振興
　化学薬品を使うことなく水質浄化や殺菌などが可能なナノバブル技術。それを民生・産業分野に導入して、環境農
業や企業の環境対策などで活用できないか検討中です。産総研では農薬や抗生物質が不要になる可能性のある「ナノ
バブル水」を養殖に用いる研究も進められています。
　3 月には、産総研・神戸大・県農林水産技術統合センターなど関係者が集まり、「加西市ナノバブル実証研究会」
を立ち上げました。市内農業での実用化や畜産関係でのウィルス対策等で活用するべく、大型の競争的外部資金獲得
のために向けて動き出しました。今後、ご関心のある市内企業や農業者にもこのプロジェクトに入って戴けます。
■スマートシティ・スローシティの推進
　本市がこれまで実施してきた環境バイオマスなどの諸施策に、「スローシティ」「スローフード」の概念も組み入れ、
環境農業や地産地消を推進することで、加西の魅力発信と農業振興に繋げます。
　また、政府が昨年 6 月に公表した「新成長戦略」に沿って、先端的な環境エネルギー技術を活用して加西市で快
適な住環境を創造しつつ、持続可能で環境負荷の少ない都市「スマートシティ」を目指し、斯界の第一人者の研究者
や企業も入れた「加西市スマートシティ構想研究会」を設置するべく準備中です。
■行政・地域・市民との双方向コミュニケーション
　地域の課題や行政情報が、正しくかつタイムリーに市民の皆様に伝わる情報通信システムの構築を検討しています。

　私の主たる任務は「教育改革」と「教育の質の向上」です。
■小中一貫教育等の研究
　私は、本年 3 月より教育研修所の所長を兼務しています。加西市の主たる課題は、学力向
上と不登校の問題であると考えます。そのために、小中一貫教育の先進校の研究事例等を検
証しながら、どのように加西市に導入していけるかを検討しています。
■総合教育センターの開設
　教育研修所と青少年センターを統合した「総合教育センター」の開設準備に当たってきま
した。このセンターは、学校・家庭・地域を結んだ教育力の向上、青少年健全育成、市民の
生涯教育の支援を主要目的としています。
■教員の負担軽減対策
　教職員の校務を軽減し、本来の教育業務に専念できるように、小学校の成績処理業務をデジタル化し、23 年度は
実験的に導入します。小学校用の成績処理ソフトを私が中心となって教育委員会自前で開発するものです。
■保護者や地域との連携強化
　保護者や地域の意見を学校現場に反映する仕組みを検討しています。コミュニティ・スクールにあるような学校運
営協議会を設置するのではなく、より参加しやすいシステムとして、文科省が現在推進している「熟議」の活用を検
討しています。「熟議」とは、保護者や地域住民が、地元の学校の課題解決にどのように協力していけるか、ワーク
ショップ形式で話し合うものです。
■早期英語教育と情報教育
　「全国に誇れる教育」の面からは、早期英語教育を幼稚園や小学校で導入していくべきであると考えます。教育学
的に言っても、10 歳までに何らかの語学教育が導入されることは、その外国語の上達ばかりでなく、創造性や応用
力を育むとされています。
　また、加西市独自の中学生情報教育カリキュラムを開発し、パソコンを使ってプレゼンテーションや簡単なプログ
ラミングなどもできるコンピューター技能と自己表現能力も育てていきたいと考えています。

昭 60 静岡大院博士修了、同
年三菱電機入社。平 18（独）
産総研入所。静岡大客員助
教授、大阪大院非常勤講師
などを歴任。工学博士。

■ H18 ～ 23 年度の正職員の採用状況

採用年度
新卒採用

社会人採用 任期付採用
一般 消防 病院

H18 12 3 26 － －
H19 － － 34 4 －
H20 2 1 34 4 －
H21 － 3 37 4 2
H22 － 5 29 3 4

H23（予定） 2 － 27 2 2
計 16 12 187 17 8

新卒採用／一般は事務、幼稚園・保育所、保健師などの職員を含みます。
例えば、22 歳大卒で入庁し 60 歳定年まで働き、課長で退職する場合、
その職員の生涯人件費総額は約 2 億 9 千万円にもなります。

社会人採用／民間企業などで 3 ～ 5 年程度の実務経験がある 35 歳ま
での方を募集し、厳選の上、採用しています。

任期付採用／平成 22 年に任期付職員採用条例が制定されました。3
～ 5 年間という任期を限定して、現在の市役所に育っていない人材や
新たな分野の業務を担当させるため、経験豊かな専門的人材を採用す
るものです。

（単位：人）

人事権／病院職員の人事権は全て病院長にあります。消防職員の人事
権は今年度から北はりま消防組合の事業管理者に移りました。
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■加西市長・加西市議会議員選挙を体験してみませんか。投票所スタッフ募集

募集人数／ 30 名程度（応募多数の場合は抽選）
応募資格／①市内に住所を有している方
　　　　　②投票所まで自分で行ける方で長時間勤務
　　　　　　に耐えられる方　
　　　　　③ 20 歳から 40 歳までの方
従事日時／投票日の 6:30 から 20:30 まで
※投票日までに実施する事前説明会（1 ～ 2 時間程度）に

必ず出席してください。その際、勤務場所もお知らせし

ます。

報　　酬／ 1 日 15,400 円（源泉徴収後 15,175 円）
※報酬には事前説明会出席分も含んでいます。

※昼食は用意します。

募集期間／ 4 月 15 日（金）17:00 まで
応募方法／市ホームページをご覧いた
　　　　　だくか、下記の問合先へご
　　　　　連絡ください。

　5 月 22 日（日）に予定されている加西市長・市議会議員選挙では、選挙を身近に感じてもらおうと、各投票所で受
付業務をしていただくアルバイトを募集します。若年層の積極的な応募をお待ちしています。

選挙のお知らせ

【問合先】　加西市選挙管理委員会（市役所4階北側）　☎㊷8781　※詳細は市ホームページをご覧下さい

■加西市長・加西市議会議員選挙（5/22）
　平成 23 年 4 月 21 日任期満了による加西市議会議員選挙及び、平成 23 年 6 月 16 日任期満了による加西市長選挙は、
次の日程のとおり同日に行われます。皆さんの意見や考え方をその一票に託し、棄権することなく必ず投票しましょう。

■兵庫県議会議員選挙の投票所の変更について
　このたびの選挙では、投票所を下記のとおり変更させていただきます。なお、一部の投票区を合併しています。ご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

①投票所の変更
第 12 投票区は、西横田町公会堂（西横田町、東横田町、鎮岩町）
第 14 投票区は、中山町公会堂（中山町、大柳町）

■期日前投票を利用される方へ。入場整理券裏面の期日前投票宣誓書をご利用ください
　投票所整理券裏面に期日前投票宣誓書を印刷しています。期日前投票をする方は、記入して期日前投票所へご持参く
ださい。
※ 4 月 10 日（日）の投票日に投票される方は、宣誓書の記載は不要です。

期日前投票所 期間と実施時間
市役所 1 階多目的ホール 4 月 2 日（土）から 9 日（土） 8:30 ～ 20:00
イオンショッピングセンター 2 階会議室 4 月 6 日（水）から 9 日（土）10:00 ～ 20:00

■兵庫県議会議員選挙（4/10）
　兵庫県議会議員選挙の投票日時は、4 月 10 日（日）7:00 から 20:00 です。加西市選挙区から兵庫県議会へ 1 名の代表
を選出する大事な選挙です。必ず投票に行きましょう。

■投票日時／ 5 月 22 日（日）7:00 から 20:00（告示日・5 月 15 日（日））

「北はりま消防本部」発足
　「加西市・西脇市・加東市・多可町の 3 市 1 町」の消防業務を統合し、効率的で効果的な消防体制の充実を目的に、
4 月 1 日から「北はりま消防本部」が発足しました。

市民会館での指定管理者の取り組み

　市民会館は、平成 19 年度から国際ライフパートナー㈱を指定管理者として運
営を委ねてきました。その結果、市が直営で運営していた頃や㈶都市施設公社に
委託していた頃に比べ、運営費は約 35％以上削減、施設利用回数及びイベント
参加者も大幅に増加しています。
　また、指定管理者になってから、次のような取り組みを行っています。

　市民サービスの向上と経費節減に努めており、加西市指定管理者評価委員会によ
る第三者評価で、良好な運営管理がされているという評価も頂いています。
　このように民間事業者に運営業務を担ってもらうことで、市民ニーズに迅速に
対応できるようになり、行政サービスの市民満足度や費用対効果を高めることが
できました。今後も引き続き公民連携（PPP）を推進し、効率的な会館運営に努
めてまいります。

【問合先】　行政課☎㊷8702　℻㊸1800　somu@city.kasai.lg.jp

・「加西市消防署」は「加西消防署」に名称が変更になります。
・新消防本部の「北はりま消防本部」では、3 消防本部（加西市消防本部・にしたか消防本部・加東市消防本部）の本部

事務を統合して行います。
・申請や届出の窓口業務は、今までどおり各消防署（所）で行います。
・火災・救急通報などの「119 番」は、今までどおり「加西消防署」「西脇消防署」「加東消防署」で対応します。
※通信指令業務は、平成 26 年 4 月から統合されます。

■ 4 月からの事務所位置と電話番号は下記のとおり
消防事務所 住所 電話番号

北はりま消防本部 加東市下滝野 1269-2（加東市役所　滝野庁舎 3 階） 0795-48-3115
加西消防署 加西市北条町東高室 993-1 0790-42-0119

加西消防署南分署 加西市上宮木町 387-13 0790-49-1128
加西消防署北分署 加西市満久町 220 0790-45-0119

西脇消防署 西脇市野村町 1796-502 0795-22-0119
西脇消防署黒田庄駐在所 西脇市黒田庄町大門 39-2 0795-28-5119

加東消防署 加東市上中 3-25 0795-42-0119
加東消防署東条分署 加東市森 870-3 0795-47-0119

多可消防署 多可郡多可町中区岸上 281-177 0795-32-0119
多可消防署加美駐在所 多可郡多可町加美区丹治 500-1 0795-36-0119
多可消防署八千代駐在所 多可郡多可町八千代区中野間 650 0795-37-1919

【問合先】　北はりま消防本部☎0795-48-3115

■運用状況比較
平成 17 年度

（都市施設公社運営）
平成 21 年度

（指定管理者運営） 比較

委託費（千円） 80,223 52,251 35％減
施設利用回数（回） 3,097 3,974 28％増
イベント参加者（人） 5,315 8,198 54％増

・月曜日休館をやめて全日開館
・従業員の採用では加西市民を優先
・必要な施設修繕、物品購入等は可能な限り市内業者に依頼 市民会館は生活文化の向上とコミュニテ

ィづくりの拠点です。定員 1,000 席の大ホ
ール、定員 300 人の小ホール、料理教室、
視聴覚室、グループ活動室などがあります。
利用時間／ 9:00 ～ 22:00
休 館 日／年末年始（12/28 ～ 1/4）
管理運営／国際ライフパートナー㈱

旧投票区 旧投票所 新投票区 新投票所 関係町名
19 中野町公会堂

19 九会小学校体育館
中野町、桑原田町、鶉野中町

26 農業環境改善センター 上宮木町、下宮木村町、下宮木町、鶉野上町
24 富合小学校多目的ホール

24 富合小学校多目的ホール
別府西町、常吉町、朝妻町、山枝町

25 玉野町公会堂 豊倉町、玉野町、玉丘町

②投票区の合併
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加西病院のコーナー　                             加西病院ホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp

『大学医学部の苦しみ』 です。国立大学は 2004 年の独立法人化以降、国からの

交付金が毎年減額され続けています。医学部への交付

金は 2009 年の時点で実に 65％も削減されました。

　大学医学部の医師達は附属病院で診療も行っていま

すが、本来業務は教育と研究です。運営交付金は教育

と研究を遂行するために、国から補助されるお金です。

それが削られた結果、大学の医師達はお金を得るため

に、教育研究の時間を診療に回さざるを得なくなってい

ます。これでは一般病院の仕事と変わるところはなく、

安い給与の大学にいる意味がありません。ただでさえ

人不足のところに、金不足のツケまで回ってきて大学

人はますます多忙になっています。これで教官達のモ

チベーションが落ちない

としたら、不思議と言う

ほかありません。質の高

い教育を行い、質の高い

医師を育て、国民のため

に質の高い医療を供する

など、とんだ空念仏です。

■親亀と子亀
　このように、国立大学医学部はすでに危機的な状況

を呈しています。それが大々的にメディアに報道され

ないのはどういう訳でしょうか？想像するに、国民が

興味を示さないと思っているのかもしれません。しか

し天に向かって唾すれば必ず自らに落ちてきます。今、

大学医学部の窮乏を座視すれば医療崩壊を強め、国民

の不幸として降りかかって来ることは必定です。

　私達の加西病院も神戸大学医学部から多くの医師の

派遣を受けています。神戸大学医学部も御多分に漏れ

ず人と金の不足に苦しんでいます。神戸大学医学部が

くしゃみをすれば加西病院が風邪を引く道理です。い

わば親亀に乗った子亀です。加西病院ばかりではあり

ません。近隣の大部分の病院が同じ親亀の上に乗って

います。親亀がコケないように、私達は国民の一人一

人として大学医学部を支えなければなりません。

　（ 病院事業管理者・院長　山邊裕 ）

■地域医療と大学医学部
　平成 16 年に臨床研修医制度がスタートした時、それ

まで大学病院で研修していた医学部卒業生が市中病院

をマッチング先に選び、大学病院に医師不足が生じて

地方病院の勤務医を大学に呼び戻すという出来事が生

じました。いわゆる地域医療崩壊の引き金となった経緯

です。この混乱で医療崩壊の報道がブームとなり、逆

に大学からの医師派遣が地域医療を支えていたことを

一般市民に印象付けました。

■大学医学部の人の不足
　臨床研修医制度が経過するに従い、大学病院のマッ

チング率は低下し続けました。その原因として、大学

ではコメディカル（医師以外の医療者）と医師の境界

領域の業務を研修医に担わせる伝統があるなど、大学

病院職員全体として改めるべき問題を抱えていたこと

は事実です。しかし原因は原因として、大学の医師の

減少は日本の医療の人的インフラに打撃を与えずには

おきません。

　例えば教育です。医師の教育の多くは医師が行いま

す。医学部学生は身体各臓器の医学、例えば脳神経、呼

吸、循環、内分泌、消化、骨格等々全ての診療科の分

野を学ぶと共に、その前段階として生理学・微生物学・

薬理学といった基礎医学や、公衆衛生・法医学といっ

た社会医学など実に多くの分野について６年間教育を

受けます。大学医師の減少は教える側の減少に直結し

ます。実際、すでに基礎医学分野や社会医学分野では

深刻な後継者不足に危機感を募らせています。次代を

担う医師を教育する者がいなければ、地域医療崩壊の

プロセスは悪循環に陥るばかりです。

■大学医学部の金の不足
　もう一つ、大学の深刻な悩みに金の欠乏があります。

教育や研究への投資をケチりたがるのは、劇場型パー

フォーマンスの観を呈した事業仕分けでも判かる通り

日本の政治家の悪しき習癖です。教育こそは国の土台

神戸大学医学部／加西病院はじめ
県下の多くの病院へ医師を派遣

H23年度町ぐるみ健診での「子宮がん検診の実施日」変更
　広報かさい 2 月号でお知らせしました町ぐるみ健診での子宮がん検診の実施日について、下記の通
り変更します。詳細は、本誌（広報かさい 4 月号）と同時に全戸配布する「H23 年度町ぐるみ健診申
込書」をご覧ください。

【問合先】　国保健康課健康担当☎㊷8723　℻㊷7521　kenko@city.kasai.lg.jp

変更点／ 6 月 8 日（水）実施を 6 月 9 日（木）実施に変更

子宮頸がん予防ワクチン接種事業について

　平成 23 年 1 月から実施中の「子宮頸がん予防ワクチン接種事業」は、現在ワクチンの供給不足のため、
接種困難な状態となっています。7 月頃にワクチンが供給される予定です。希望者で未接種の方は、ワ
クチンが十分に供給されてから接種していただきますようご協力をお願いします。
　なお、すでに 1 回以上ワクチン接種をされている方は優先的に接種されますので、引き続き接種間隔
を守って接種してください。
※広報かさい 1 月号では平成 6 年 4 月 2 日～平成 7 年 4 月 1 日生まれの方（平成 22 年度に高校 1 年生の学年に相当）は、平

成 23 年 3 月末までに 1 回以上の接種を終えている場合のみ平成 23 年度も対象とお知らせしましたが、平成 23 年度 4 月以降

に 1 回目の接種を開始した場合でも当分の間その対象となりました。

■子宮頸がん予防ワクチン接種事業
　子宮頸がん予防ワクチンの接種で、その主な原因ウィルス（HPV16 型、18 型）の感染を防ぎ、子宮頸がんの予防効果
を高めます。その後、20 歳以降のがん検診も併せて行うことで、子宮がんの予防にもつながります。

■平成 23 年度（23 年 4 月 1 日～ 24 年 3 月 31 日）の接種の場合
接種料金 無料
必要な物 母子手帳、体温計、健康保険証（本人確認のため）
接種方法 市内指定医療機関へお問い合わせ下さい。
対象年齢 平成 6 年 4 月 2 日～平成 11 年 4 月 1 日生まれの女子（中学 1 年生から高校 2 年生の学年に相当する者）
接種回数と間隔 初回接種、2 回目（初回接種 1 か月後）、3 回目（初回接種半年後）

※原則、保護者同伴で接種してください。保護者が同伴できない場合は、事前に下記問合先まで連絡してください。

【問合先】　国保健康課健康担当☎㊷8723　℻㊷7521　kenko@city.kasai.lg.jp

7月から福祉医療制度の経過措置がなくなります

　加西市は、福祉の増進を図るため、老人、重度（高齢重度）障害者、乳幼児等、母子家庭等などに対して医療費の一
部を助成しています。当制度を将来にわたり持続可能なものとするため、また、低所得者層に対して重点化することを
目的として、平成 21 年 7 月に所得要件を見直した際に一部経過措置を設けていましたが、平成 23 年 7 月からその経過
措置がなくなります。所得制限の内容等は次のとおりとなります。

【問合先】　国保健康課国保医療担当☎㊷8721　℻㊷1792　kenko@city.kasai.lg.jp

制度 所得制限対象者 所得制限の内容

老人医療 本人（世帯） 市民税非課税世帯で、公的年金等の収入金額及び
合計所得金額の合計額が 80 万円以下であること。

重度障害者医療
高齢重度障害者医療 本人、配偶者、扶養義務者 市民税の所得割の額が 23 万 5 千円未満であること。
乳幼児等医療 幼児等保護者（扶養義務者）

母子家庭等医療 母子家庭等の母等（扶養義務者）

扶養親族等の数 平成 22 年度所得限度額
0
1
2
3
4
5

192 万円
230 万円
268 万円
306 万円
344 万円
382 万円

　なお、平成 23 年 7 月から利用できる受給者証については、平成 22 年中の所得状況などを確認し、6 月下旬頃に通知・
発送させていただく予定です。

■ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン接種事業
　平成 23 年１月から実施しています本事業について、最新の実施状況を市ホームページで掲載しています。接種を
希望する方は、市ホームページでご確認いただくか、下記までお問い合わせください。

問合先／国保健康課健康担当☎㊷ 8723
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　兵庫県立フラワーセンター内のレストランフルーリで 2 月 27
日、「ひょうご雪姫ポークが輝くレシピ in 加西」を開催し、市内
の飲食店経営者や料理人など 14 名が参加しました。
　これは、加西市が昨年から総務省の地域力創造アドバイザー事
業で、食総合プロデューサー金丸弘美さんの指導のもと、地域の
資源を活かした特産品をつくる取り組みの一環です。当日は、講
師として大阪で一つ星を持つ「居酒屋ながほり」の中村重男さん
と「ホテルニューオータニ大阪」の前総料理長ドミニク・コルビ
さんを招き料理の実演を含め、ひょうご雪姫ポークの様々な部位
を使い、肉本来の美味しさを引き出す方法を学びました。

「ひょうご雪姫ポーク」を美味しくアレンジ

▲参加者に料理の説明をするコルビシェフ（中央）

　加西市は 2 月 11 日、昨年 10 月に完成した三洋電機
加西事業所「加西グリーンエナジーパーク」（鎮岩町）
南側の市道周辺で植樹祭を開催しました。
　これは、鎮岩工業団地内の市道整備に合わせて環境保
護への理解を深めようと、世界各国で緑化事業に取り組
まれている、横浜国立大学名誉教授の宮脇昭先生をお招
きして実施したものです。
　参加者 300 人は 24 グループに分かれ、宮脇先生の指
導を受けながら、市道約 350m の両側にシラカシやアラ
カシなど 54 種類の苗木約 7,300 本を植樹しました。

「ふるさとの森づくり in 鎮岩工業団地」植樹祭

▲参加者は 24 グループに分かれ一本ずつ丁寧に苗木を植樹

　加西市は 3 月 4 日、鶉野飛行場跡地（防衛省鶉野訓練所）に関して、
所管する防衛省近畿中部防衛局の田淵眞二局長に払い下げを求める要望
書を提出しました。
　鶉野飛行場は、優秀なパイロットを養成するため、旧日本海軍が昭
和 18 年に完成させた飛行場で姫路航空隊の基地が置かれました。長さ
1,200m の滑走路跡は、戦後 65 年間、ほとんど利用されることなく、市
は 4 年越しで払い下げ交渉を進めてきました。平成 19 年からは利用計
画の作成に向けて、活用アイデアの募集や地域住民との勉強会、隣接す
る神戸大学農学部や企業と意見交換を重ねてきました。

鶉野飛行場跡地、防衛省に払い下げを要望

▲田淵局長（左）に要望書を手渡す中川市長

▲左から常峰さん、中本さん、山田さん

　加西市は 2 月 24 日、播磨農業高等学校 3 年の 3 名に「市長感謝状」
をお贈りしました。

「播州歌舞伎」継承保存の努力を称えて

■中本千香子さん　
　山田沙恵さん　　
　常峰千絵さん　　
　3 年間、同校の郷土伝統文化継承クラブに在籍し、勉学の傍ら、加
西市発祥である播州歌舞伎の継承保存に努力されました。

　すべての人にやさしい加西市を目指そうと 3 月 13 日、アス
ティアかさい 3 階で、加西市障害者（児）相談支援センター
やすらぎ主催「みんなの福祉フェスタ」が開催されました。
　市内 10 箇所の障害者施設などがバザーに出店し、活動紹介
も行いました。また、ひまわりっ子クラブ和太鼓演奏等も行
われ、会場では終日、障害のあるなしに関わらない交流の様
子が見られました。

すべての人にやさしく「みんなの福祉フェスタ」

　宇仁幼児園で 3 月 3 日、日頃お世話になっている子育て支
援ボランティアの方々や保護者を招いた「ひなまつりかい」
が行われました。
　ゲストとして、神戸市出身の人気シンガーソングライター
石田裕之さんが、ギター演奏と爽やかな歌を披露。また、お
雛様や、ひし餅姿に扮した善防公民館子育て学習センターの

「みつばちマザーズ」の皆さんが、ハンドベルを使った美しい
音色で、ひな祭りの曲などを奏でました。会場の約 80 人は、
ひな祭りを通して世代を超えた地域の交流を深めました。

宇仁幼児園で、和やか「ひなまつりかい」

▲園児らも石田さんと一緒に、手話を交えた曲を披露

　北条町北条地区の民家など 15 か所の縁側や玄関に、家庭に
眠る想い出のひな人形が飾られました。
　住民同士の交流を深めようと、NPO 法人まちづくり北条（松
本正光代表）が呼びかけ、今年で 3 回目の開催。昨年より 6
か所多い展示で、まちなかでの協力の輪が広がっています。
　2 月 21 日には、北条幼稚園と北条東幼稚園の園児たち計 82
人が訪問。「きれい、かわいい」と歓声を上げ、華やかなひな
飾りを興味深そうに眺めていました。

北条のまち並みで、想い出のひな飾りめぐり

▲「まち並みひな飾りめぐり」を楽しむ園児たち

▲バザーでは授産製品・お菓子などの手作り製品を販売

仲田五郎さん▶

　加西市は 3 月 17 日、次の方に「市長感謝状」をお贈りしました。

市長感謝状

■仲田五郎さん（満久町）
　亡父（故仲田忠雄氏）の遺志を受け、高齢者福祉のために使って欲しいと地域福祉
基金に金 500 万円を寄付されました。

タウントピックス

　架空の列車のヘッドマークのデザインを募集し
た、北条鉄道「ヘッドマークグランプリ（H-1）」
の最優秀賞の発表が 3 月 21 日、同列車内で行わ
れ右の作品が受賞しました。
　応募総数 167 作品、審査委員はドラマ「相棒」
の俳優・六角精児さんや、加西市出身のデザイナー・
北川一成さん。このコンテストは鉄道活性化のた
め関西学院大学の学生の提案で実現しました。

夢の列車のヘッドマークをデザイン

■子供部門最優秀作品
「おサルの駅長号」

阪田彩水さん（北条東小 6 年）

■大人部門最優秀作品
「西遊号」

藤田八太郎さん（小野市）
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少子化対策に伴う上下水道基本料金の減免

①上下水道基本料金の免除を受けることができる方
　加西市内に住所があり、現に居住している上下水道登録使
用者で、世帯内に就学前の子どもがいるひとり親家庭の方。
※この場合のひとり親家庭とは児童扶養手当又は遺族基礎

年金を受給されている世帯の方です。申請の際には、証書

の提示が必要です。

②下水道基本料金の免除を受けることができる方
　加西市内に住所があり、現に居住している下水道登録
使用者で、世帯内に 3 歳未満の第 3 子以上の児童がいる方。
※ただし、18 歳以上のお子様は児童数にカウントしません。

【ご持参いただくもの】
・印鑑
・水道使用量等のお知らせ（登録使用者を確認するため

に必要です。）
・児童扶養手当又は遺族基礎年金の受給証書（ひとり親

家庭を確認する場合に必要です。）

※減免申請者は上下水道使用者名義人です。該当世帯であ
っても、以下の場合は減免の対象となりません。
　・登録使用者が同一世帯にいない。
　・アパートや集合住宅等でメーターが共同であったり、
　　登録使用者が住宅管理者名義になっている。
　・家庭用以外にかかる基本料金。

　少子化対策を目的に、次の①または②に該当する方の上下水道基本料金の減免を行います。

■申込先
　4月22日（金）までに、市役所１階の社会福祉課、 市民
課、または 3階の経営戦略室でお手続きください。

（受付は平日の 8:30 ～ 17:15）

【問合先】　経営戦略室☎㊷8700　℻㊸1800　keiei@city.kasai.lg.jp

妊婦健康診査費助成事業を拡充
　4 月 1 日から妊婦健康診査費助成額が増額されまし
た。費用負担が少なくなり、妊婦健康診査がさらに受
診しやすくなります。
　妊婦健康診査は、母子の健康を守る上で非常に大切
な健診です。必ず受けるようにしましょう。

■改正点
旧制度 新制度（4/1 以降対象）

70,000 円／ 14 回分 75,000 円／ 14 回分

申請手続き／母子健康手帳交付時に、印鑑・加西市民
と確認できる書類（免許証等）を持参ください。

【問合先】　国保健康課健康担当☎㊷8723　℻㊷7521　kenko@city.kasai.lg.jp

子育て学習センターの「登録おやこ」を募集

【問合先】　善防子育て学習センター（善防公民館内）☎㊽3404、北部子育て学習センター（北部公民館内）☎㊺1523

　子育て学習センターは、0 歳から保育所（園）や幼稚園に入るまでの乳幼児が集う、親子・家族・地域のふれあいの場です。
遊びや体験学習を通して社会性を身につけ、親の子育て力を高めます。仲間とともに子育てを楽しみましょう。

申込み／ 4 月 15 日（金）までに各センターへ電話か FAX、または来館して登録してください。
※健康福祉会館の「ひよっこタイム」等との 2 か所以上の登録はできません。

場所 善防子育て学習センター（善防公民館内）
☎㊽ 3404　℻㊽ 3085

北部子育て学習センター（北部公民館内）
☎㊺ 1523　℻㊺ 0886

対象 市内在住で 0 歳から就園前の乳幼児とその保護者

活動日

月 2 回、①か②で登録。10:00 ～ 11:30　費用無料

① 第 1・3 週の火曜日から金曜日のいずれかの曜日。ただし、金曜日は、4 歳児とその
保護者が対象

② 第 2・4 週の火曜日から金曜日のいずれかの曜日。ただし、木曜日は、22 年 4 月以
降生まれの第 1 子とその保護者が対象

子育て相談（面談・電話相談）は、月曜から金曜日まで（13:00 ～ 15:00）受付
定員 各曜日グループごと 15 組ずつ（全部で 120 組）

内容 歌、手遊び、親子体操、おもちゃ作り、季節遊び（行事）、遠足、子育て講座、地域・高齢者大学・
ボランティア等の交流などを行います。

国民健康保険の加入・脱退はお早めに

　下表の「こんなとき」に該当する場合は、お早めに届出をお願いします。
　国保への加入が遅れると、加入資格を得た時点まで保険税をさかのぼって納めなくてはならなくなります（遡及賦課）。
逆に国保をやめる届け出が遅れると、知らずに職場の健康保険料と国保税を二重に支払ってしまうことになりますので、
届け出はお早めにお願いします。

こんなとき 届け出に必要なもの

国保に
加入

他の市町村から転入してきた 他の市町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめた 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれた 被扶養者でない証明書、印鑑
子供が生まれた 保険証、印鑑

国保を
やめる

他の市町村に転出する 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入した 国保と職場の健康保険の両方の保険証、印鑑職場の健康保険の被扶養者になった
国保の被保険者が死亡した 保険証、印鑑

その他

同じ市町村内で住所が変わった
保険証、印鑑世帯主や氏名が変わった

世帯が分かれたり、いっしょになった
修学のため、別に住所を定める

（他市町村への転出の場合にかぎる） 保険証、在学証明証、印鑑

保険証をなくした、あるいは汚れたりし
て使えなくなった（再交付） 身分を証明するもの、印鑑

※子供が生まれたときには出産
一時金と乳幼児医療証の交付の
申請を、国保の被保険者が死亡
したときには葬祭費の申請をそ
れぞれ行ってください。
その他ご不明な点はお問い合わせ
ください。

【問合先】　国保健康課国保医療担当☎㊷8721　℻㊷1792　kenko@city.kasai.lg.jp

国民年金の保険料が変わります
　平成 23 年 4 月から国民年金の保険料が次のとおり改定されました。

■学生のみなさんは「学生納付特例」も忘れずに手続きして下さい

平成 23 年度第 1 号被保険者の保険料額／定額保険料　15,020 円（月額）
付加保険料　 400 円（月額）

■国民年金保険料が変更されることに伴い、前納の保険料額も次のとおり変わります。

納付方法 1 ヶ月分 6 ヶ月分 1 年分

現金支払（月々） 15,020 円 90,120 円 180,240 円

現金支払（前納）、クレジット納付（前納）
【割引額】

―
89,390 円

【730 円】
177,040 円

【3,200 円】
口座振替（前納）

【割引額】
14,970 円
【50 円】

89,100 円
【1,020 円】

176,460 円
【3,780 円】

※口座前納は平成 23 年 2 月までに金融機関へ手続きが必要です。

　国民年金制度には、学生で前年所得が基準額以下の人を対象に、手続きをして承認されますと保険料を納めることが
猶予される「学生納付特例制度」があります。学生納付特例制度をご希望の方は、忘れずに手続きをしましょう。
※平成 22 年度分の学生納付特例申請受付は、本年 4 月末日までとなっていますのでご注意下さい。

対象者／大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校・各種学校などに在籍する学生（各種学校の場合、
修業年限が 1 年以上であることが必要です）
所得の基準額／学生本人の前年所得が 118 万円以下（扶養親族等がいる場合は、その数に応じて加算されます）
手続きに必要な物／学生証または在学証明書（23 年 4 月以降の在学期間がわかるもの）、年金手帳、印鑑
※会社等を退職し学生になられた方は、雇用保険被保険者離職票が必要です。

【問合先】　市民課年金担当☎㊷8722　加古川年金事務所☎079-427-4740

（23 年 4 月～ 24 年 3 月）

※ 4 月中に、②の対象家庭には申請書
を送付します。
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市県民税
（普通徴収）

固定資産税 
都市計画税 軽自動車税

国民健康
保 険 税

（普通徴収）

介護保険料
（普通徴収）

後期高齢者
医療保険料

（普通徴収）
平成 23 年 5 月 2 日（月） 全期・1 期
平成 23 年 5 月 31 日（火） 全期
平成 23 年 6 月 30 日（木） 全期・1 期
平成 23 年 8 月 1 日（月） 2 期 1 期 1 期 1 期
平成 23 年 8 月 31 日（水） 2 期 2 期 2 期 2 期
平成 23 年 9 月 30 日（金） 3 期 3 期 3 期
平成 23 年 10 月 31 日（月） 3 期 4 期 4 期 4 期
平成 23 年 11 月 30 日（水） 5 期 5 期 5 期
平成 23 年 12 月 26 日（月） 3 期 6 期 6 期 6 期
平成 24 年 1 月 31 日（火） 4 期 7 期 7 期 7 期
平成 24 年 2 月 29 日（水） 4 期 8 期 8 期 8 期
平成 24 年 4 月 2 日（月） 9 期 9 期

　平成 23 年度固定資産税全期及び第 1 期分の納期限は 5 月 2 日（月）です。納期内納付にご協力をお願いします。

【問合先】
　市税（市県民税・軽自動車税・国民健康保険税）　・・・　税務課税制担当　　　　　☎㊷ 8712
　 （固定資産税・都市計画税） ・・・　税務課資産税担当　　　　☎㊷ 8713
　介護保険料 ・・・　長寿介護課介護保険担当　☎㊷ 8788
　後期高齢者医療保険料 ・・・　国保健康課国保医療担当　☎㊷ 8721

平成23年度　市税等納期限一覧表

■自動車税の納期限は 5月31日（火）です
　納税はお近くの銀行・農協などの金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局（原則として近畿 2 府 4 県内）、兵庫県指定の
コンビニエンスストア（全国の店舗）または県税事務所で 5 月 31 日（火）までに
問合先／加東県税事務所自動車税課☎ 0795-42-9336

新品種の栽培農家を募集
　「作れるものをつくるのではなく、売れるものをつくる」をコンセプトに、今年度も新品種（かぼちゃ・えだまめ）の
栽培にご協力いただける方を募集しています。
　昨年度は、延べ 47 件の農家とともに新品種（かぼちゃ・えだまめ）の栽培に取り組みました。昨年の反省を活かし、
引き続き異常気象にも打ち勝つ産地作りに向けた取り組みを推進します。
　産地作りには、技術の習得と品質の安定が不可欠です。プロの栽培指導を受けながらともに産地作りに挑みませんか。

【問合先】　ふるさと営業課☎㊷8740　℻㊸1802　furusato@city.kasai.lg.jp　

■事業内容
・土壌調査に基づいた適正施肥のアドバイス
・種苗会社による栽培指導（定期説明会、現地講習）
・青果卸会社を通じて出荷（全量引取）

■募集対象
・市内で作付けできる方
・熱意をもって新品種栽培に取り組んでいただける方
■申込締切日／ 5 月 10 日（火）

■作付する新品種

かぼちゃ（ダークホース）
抑制栽培による冬至南瓜の栽培、
着果制限による高糖度果の栽培
スケジュール
播種 7 月下旬
定植 8 月中旬
収穫 11 月（予定）
作付の目安
3a ～ 10a 程度

えだまめ（茶っころ姫）
丹波黒より先出しできる枝豆、茶
豆の新規需要開拓
スケジュール
播種 6 月下旬
定植 7 月上旬
収穫 9 月中下旬（予定）
作付の目安
1a ～ 5a 程度

「第4回北条の宿はくらんかい」サポーター募集
　毎年好評の「北条の宿 はくらんかい」。今年も 10 月 15 日（土）・16 日（日）
に、北条のまちを舞台に寺や神社、空家を利用した催しを予定しています。
　この催しは、三世代の交流を通じて北条の魅力を次の世代へ伝えることを目
的としています。同実行委員会では、次のことが出来き、協力していただける
サポーターを募集します。

【問合先】　北条の宿はくらんかい実行委員会事務局（市役所ふるさと営業課内）☎㊷8740

昨年の「北条の宿はくらんかい」。普段静
かな町通りが、多くの人で賑わいます。

・北条の歴史文化を一緒に研究できる
・作品を制作しているので展示したい、趣味を活かして参加したい
・子どもにこんなことを教えられる（カゴ編み、昔遊び、読み聞かせ等）

　その他楽しいことならなんでも構いません。ご興味を持たれた方は、お近く
の実行委員メンバーや北条町 12 区の区長さん、または下記までお問い合わせ
ください。あわせて、実行委員会のメンバーも募集していますので、お気軽に
ご連絡ください。

キャラクターマーク キャラクターマーク

固定資産課税台帳の縦覧・閲覧

【縦覧・閲覧場所、問合先】　税務課資産税担当（市役所2階）☎㊷8713

■縦覧（市内の土地や家屋の評価額）できる方
　固定資産税の納税者本人または代理人（納税者本人と同
居されていない方については、納税者本人の委任状が必要）
※本人等の確認のために運転免許証等の提示をお願いします。

縦覧期間／ 4 月 1 日（金）～ 5 月 2 日（月）まで
（土日・祝日を除く、平日 8:30 ～ 17:15）

縦覧方法／コンピュータを使った縦覧です。操作方法等に
ついては税務課職員におたずね下さい。

■閲覧（自身の課税台帳）できる方
　固定資産税の納税者本人、借地人・借家人（借地、借家
人については、賃貸契約書等の権利の資格を証明できる書
類が必要）又は代理人（納税者本人と同居されていない方
については、納税者本人の委任状が必要）
※本人等の確認のために運転免許証等の提示をお願いします。

閲覧期間／ 4 月 1 日（金）～平成 24 年 3 月 30 日（金）
まで（土日・祝日を除く、平日 8:30 ～ 17:15）

　市で課税している土地・家屋の評価額などを記載した帳簿を下記の場所で、縦覧及び閲覧することができます。
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■「アンディ先生のストリート・マジッ
ク」＋イリュージョン
日時：6/25（土）開演 18:00 ～
場所：市民会館文化ホール
入場料：1,000 円（自由席）ただし
4 歳以下は無料。当日 300 円増、友
の会 10％引き
発売日：一般 4/9（土）、友の会 4/4（月）
■マリさんのおしゃべりピアノコン
サート
あなたの町で熊本マリが奏でるショ
パンとリスト名曲の調べ。
日時：5/14（土）開演 15:00 ～
場所：市民会館文化ホール
入場料：全席指定 2,500 円
チケット発売先：市民会館・地域交
流センター・各公民館ほか
■春季講座受講生募集
詳しくは募集チラシ、又は窓口・電
話でお問い合わせください。
■「平成 23 年度加西市民会館友の会」
会員募集
個人会員／ 1,500 円
ファミリー、グループ会員／ 5,000 円
法人会員／ 10,000 円
特典：チケット・講座受講料の割引、
チケットの先行販売など

上記問合先：市民会館☎㊸ 0160

市民会館からのお知らせ

講座・イベント「第44回加西市陸上競技選手権大会」参加者募集
■日時・場所／ 5 月 22 日（日）小雨決行 8:30 ～ 14:00、善防中学校グランド　※雨天の場合 6 月 12 日（日）

■参 加 資 格／市内に居住・勤務・通学しているもの

【申込先】　〒675-2223　加西市三口町740　加西市陸上競技協会　稲岡進　宛　☎㊽2077

　兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会が 2 月 6 日、加古川河川敷公園コース（加古川市）で開催されました。
市を代表して出場した男子と女子の 2 チームは、次の好成績を収めました。

■種　　　目／年齢は平成 23 年 4 月 1 日現在
年齢区分 種目

中学男子 1 年 100m、2・3 年 100m、200m、800m、1 年 1500m、2・3 年 1500m、3000m、走高跳、走幅跳、砲丸投（5㎏）
中学女子 1 年 100m、2・3年 100m、200m、1 年 1500m、2・3年 1500m、走高跳、走幅跳、砲丸投（2.72㎏）
一般男子

（高校生を含む）
100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、走高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投（6㎏）、4 × 100m リレー（男
女混合も可）

一般女子 100m、200m、1500m、走高跳、走幅跳、砲丸投（4㎏）

少年少女
（小学生）

1 年 50m、2 年 50m、3 年 50m、4 年 100m、5 年 100m、6 年 100m、男子 1500m、女子 800m、走幅跳、
ソフトボール投、4 年 4 × 100m リレー、5 年 4 × 100m リレー、6 年 4 × 100m リレー
※ 1500m、800m は 4 年生以上に限る。走幅跳、ソフトボール投は 5 年生以上に限る。
※ 1500m、800m、4 × 100m リレーは 2 組以上になった場合はタイムレースで行う。

壮年男子
（35 才以上） 49 才以下 100m、50 才以上 100m、3000m、走幅跳、砲丸投（4㎏）

壮年女子
（30 才以上） 100m、1500m

■参加制限／少年少女　　4 ～ 6 年生は 1 人 2 種目以内（リレーを除く）、1 ～ 3 年生は 1 人 1 種目
■参 加 費／高校生以上　1 人 400 円（2 種目以内）　※ 3 種目以上の場合 800 円
　　　　　　中学生　　　1 人 300 円（2 種目以内）　※ 3 種目以上の場合 400 円
　　　　　　少年少女　　4 ～ 6 年生　1 人 300 円（2 種目以内）
　　　　　　1 ～ 3 年生	 1 人 200 円（1 種目）
　　　　　　リレー　　　1 チーム 400 円
■表　　彰／各種目 3 位まで※ 20 名以上出場の場合は 6 位まで
■申　　込／ハガキに参加種目・住所・氏名・電話番号を明記して、5 月 6 日（金）までに下記まで郵送（必着）。
　　　　　　※市内の小・中学生は学校単位で申し込み

問合先／自己実現サポート課☎㊷ 8773

すべてアスティアかさい 3 階地域交
流センターで開催、入場無料
■自力整体「痛みの原因と改善策」
膝・腰の痛みや肩こりなど体に不調
が出ていませんか？自分自身の痛み
の 原 因 を 知 り、 薬 や 病 院 に た よ ら
ず、改善していく方法を一緒に探し
ましょう。
対象者：慢性的な痛みや不調をお持
ちの方、またはそのご家族　
日時：4/14（木）10:00 ～ 11:30
場所：集会室
定員：10 名
持参物：ヨガマット・長めのタオル・
飲み物。身体を動かしやすい格好で
お越しください。
主催：同センター登録団体　みかん
■桂の会展示会（書道）
日程：4/15（金）～ 24（日）
場所：ウォールギャラリー
主催：同センター登録団体　桂の会
■第 9 回照葉会　水墨画作品展
日程：4/4（月）まで
場所：交流プラザ
主催：登録団体　照葉会

上記問合先：地域交流センター
☎㊷ 0106

地域交流センターイベント情報

日時：5/16（月）、18（水）、20（金）、
23（月）、25（水）、27（金）、30（月）、
6/3（金）、7（火）、10（金）
13:00 ～ 17:00
場 所： ㈳ 加 西 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン
ター事務所他（北条町栗田）
対象：次の全てに該当

・年齢 55 ～ 65 歳（会員以外も受講可）
・全日程出席できる方
・剪定技能向上に関心があり、就業

意欲がある方
定員：20 名
受講料：無料
申込期間：5/6（金）まで。先着順
申込先：㈳加西市シルバー人材セン
ター☎㊷ 4380　℻㊷ 4588

シルバー人材センター
剪定技能講習会

■男子チーム（45 チームが出場）
総合順位／ 18 位（2 部 7 位）、総合タイム／ 2 時間 14 分 56 秒
メンバー／①宮永大亮（吉野町）、②石野秀幸（尾崎町）、③田邊卓也（佐谷町）、④廣田雄希（河内町）、
　　　　　⑤高瀬駿（尾崎町）、⑥岡田亜哉斗（青野町）、⑦中川大貴（北条町古坂 1 丁目）

■女子チーム（45 チームが出場）
総合順位／ 16 位（3 部 2 位※来年は 2 部へ昇格）、総合タイム／ 1 時間 19 分 29 秒
メンバー／①玉置友耶（西長町）、②稲岡麻由（三口町）、③工藤ひかり（北条町西南）、④東郷さゆり（常吉町）、
　　　　　⑤高見美帆（戸田井町）

市内の 5 つのサッカースポーツ少年
団では、23 年度の団員募集を行っ
て い ま す。 随 時 見 学 も で き ま す の
で、この機会にぜひ入団ください。
練習日等、詳しくは下記まで。
問合先：
北条（蓬莱） ☎㊷ 4859
善防（五百蔵）☎㊽ 3486
九会（松本） ☎㊾ 2811
富合（初田） ☎㊼ 0317
泉 （宮内） ☎ 0795-37-0414

加西市サッカースポーツ少年
団員募集

日時：6/4（土）10:40 ～ 12:00
会場：オークタウン加西
募集対象：年長（5 歳児）
～小学 6 年生とその保護
者ペア 50 組 100 名
参加費：ペア 1 組 2,000 円（大人 1,500
円、小人 500 円）
申込方法：郵便番号、住所、電話番
号、FAX 番号、お子様の氏名（ふり
がな）、学年、年齢（お子様のみ）、
生年月日、保護者氏名を明記の上、
下記まで往復ハガキか FAX で
主催：オークタウン指定管理者国際
ライフパートナー㈱
申 込 先： 往 復 ハ ガ キ ／ 〒 675-2444
加西市鴨谷町 154-40 オークタウン
加西宛、FAX の方／ 0790-44-2595
申込期間：4/15（金）～ 5/20（金）
17:00 必着※応募者多数の場合抽選
問合先：オークタウン加西☎㊹ 2595

ヴィッセル神戸親子サッカー
クリニック参加者募集

キャンプ場やスポーツ施設、宿泊施
設を持つ研修センター「オークタウ
ン加西」は、7・8 月に限り、休館日（火
曜）も開館します。青少年活動をは
じめ、各種スポーツ団体、ファミリー
等で、ぜひご利用ください。
問合先：同 指 定 管 理 者 国 際 ラ イ フ
パートナー☎㊹ 2595

オークタウン加西
夏季は全日オープンします

持久力、筋力、柔軟力を向上させる
運動を行います。
日 程：5/9 ～ 7/11 毎 週 月 曜 日、 全
10 回。10:00 ～ 11:30
場所：健康増進センター
募集人数：20 名
参加費：１回 150 円
申込締切：4/28（木）
申込先：健康増進センター☎㊷ 3621
※健康増進センター施設利用証をお
持ちでない方は、事前に健診が必要

（詳細はお問い合わせください）。同
センターの初回利用者を優先します。

カラダのびのび教室



多重債務・借金・過払い金請求・住
宅ローン支払困難解決支援の相談会
を行います。（個別相談）
電話で事前予約が必要です。
日時：4/23（土）13:00 ～ 17:00
場所：加西市民会館 1 階会議室
申 込 先・ 電 話 相 談 先：NPO 法 人 消
費者 Life 支援事務局フリーダイヤル
☎ 0120-449-902（079-441-9902）
相談時間：毎日 8:00 ～ 22:00

お金に関する相談会（無料）

須磨の海岸に漂着するペットボトル
を拾って、ウクレレ等に作りかえ、
人生のせつなを歌で伝える異色の音
楽家、糸井健さんの列車内コンサー
ト。※定員 55 名
日時：4/17（日）15:30 ～ 17:00
場所：北条町駅の引込み線車両内
参 加 費： 大 人 500 円、 中 学 生 以 下
300 円※売り上げの一部を東北地方太
平洋沖地震の義援金として寄付します。
問合先：MORE 地球家族（村上）
☎ 090-7340-0888

eco レレ列車コンサート

20 21

くらし

4 月 16 日（土）から
4 月 30 日（土）まで
の 間、 加 西 市 北 部 地
域 で ニ ホ ン ジ カ 有 害
駆 除（ シ カ 個 体 群 管
理 事 業 ） を、 猟 友 会
加西支部（銃器）が実施します。次
のことに留意いただき、事故防止に
ご協力をお願いします。
■土曜日・日曜日は、特に注意をし
　てください
■不要の入山は控え、入山される場
　合は目立つ服装や鈴・携帯ラジオ
　をかけるなどの工夫をお願いしま
　す。
問合先：農政課☎㊷ 8741

シカの駆除を実施。
ご注意ください

ハ ロ ー ワ ー ク 加 古 川・
明石・西脇では、 管内
の事業所 30 社（予定）
が出席する就職面接相
談会を次のとおり開催
致します。
日時：4/19（火）13:30 ～ 16:00
場所：加古川プラザホテル 2 階　鹿
児の間☎ 079-421-8877
対象者：
①平成 24 年 3 月に大学・短期大学・
高専・専修学校等を卒業予定の方
② 3 年以内大学等既卒者（平成 21
年 3 月 1 日以降に卒業した者）の方
※②の対象者は紹介状の交付が必要

（ご紹介にあたり卒業年月日と生年
月日がわかるものをご呈示いただき
ます）な場合があります。
問合先：加古川公共職業安定所　学
卒部門☎ 079-421-8638

2011  JOB フェア in 播磨

栄町上野地区の水道については、こ
れまで隣接する小野市より給水を受
けていましたが、4 月 1 日より加西
市から給水をすることになりまし
た。
問合先：業務管理課☎㊷ 8791

栄町上野地区へ加西市から
給水開始

善防中学校区と加西中学校区のし尿
収集については、これまで市が直営
で収集を行っていましたが、4 月よ
り市が委託した民間業者が収集を行
うことになりました。
収集の依頼や問合せはこれまでどお
り衛生センターで行い、収集料金や
収集方法の変更はありません。
すでに北条中学校区と泉中学校区で
は業務委託を実施しており、これで
市内全域でし尿収集は民間委託とな
ります。
問合先：衛生センター☎㊻ 0334

善防・加西地区のし尿収集を
民間委託

■舞台鑑賞会「かばのティリーネック」
くわえ・ぱぺっとステージによる元
気だけど傷つきやすいかばのティ
リーネックの人形劇。
日時：4/10（日）14:00 ～ 15:00
場所：加西市民会館 3 階小ホール
■ 舞 台 鑑 賞 会「 地 獄 八 景 亡 者 の 戯
れ。じんたろうとつくも神の巻」
人形劇団むすび座によるじんたろう
少年と古道具達の冒険劇。
日時：4/23（土）18:00 ～ 19:30
場所：西脇市民会館大ホール

上記会費：5 歳以上月 800 円、入会
金 300 円※但し 3 か月以上続けて下
さい。4 歳以下は大人の入会で無料
■第 27 回おやこまつり
日時：5/1（日）
10:00 ～ 12:00 ミニ運動会
12:30 ～ 14:00 子ども市、バザー
場所：いこいの村芝生広場（雨天時
は善防公民館）
参加協力費：
午前 200 円、
午後 300 円（子ども市
の買い物券）
申込締切：4/22（金）まで

上記問合先：加西おやこ劇場
☎㊸ 0830（火木金 10:00 ～ 15:00）

加西おやこ劇場イベント情報

「みつめようふるさと」をテーマに
民謡大会を開催。入場無料
日時：4/24（日）12:00 開演
場所：加西市民会館文化ホール
特 別 ゲ ス ト： 大 場 い た る（ 民 謡 歌
手）、龍人（津軽三味線・尺八・太鼓）、
中国華僑総会（中国獅子舞）
出演：別所孝（ふるさとの民謡を唄う）、
加西民謡研究会（市内 9 団体）他
問合先：加西民謡まつり実行委員会

（別所）☎㊹ 1230

加西民謡まつり

高齢者福祉の一層の充実と介護保険
制度の円滑な実施に向けて、高齢者
福祉計画と介護保険事業計画の見直
しを行います。このたび、市民の皆
様のご意見やご要望を計画に反映で
きるよう、アンケート調査を次の通
り、実施します。つきましては、お
手元にアンケート用紙が届いた方
は、ご協力をお願いします。
配布時期：4 月中旬以降に郵送
対象者：市内にお住まいの 65 歳以
上の方から無作為に抽出
問合先：長寿介護課☎㊷ 8788

高齢者福祉と介護保険事業に
関するアンケート調査

日時：4/24（日）9:00 ～ 11:00
場所：玉丘史跡公園（集合場所）か
ら 3 つのコースに別れてゴミを拾う。
参加者：誰でも参加可。ただし、小
学生以下は保護者同伴。
申込：当日、現地受付。9:00 集合
問合先：加西市ボランティア・市民
活動センター☎㊸ 8133

加西市社会福祉協議会
クリーンキャンペーン

今 回 は、 古 代 賀 茂 郡 の 名 前 の 由 来
や、玉丘古墳にまつわる根日女伝承
について、また、古代の神社の様子
についても解説をしていきます。
日時：4/23（土）10:30 ～ 12:00
場所：アスティアかさい 3 階集会室
定員：60 名（先着）
参加費：200 円※加西市史購入者は無料
問合先：市史編集室☎㊸ 0161

第23回加西市史を読む会
古代8賀茂郡の神話・伝承と神社

畑町のゆるぎ岩や風光明媚なツツジ
街道など加西のパワースポットを地
元ガイドと巡ります。抽選で 30 名
に「へらへとバーガー」をプレゼント。
日時：4/24（日）集合 10:30
集合場所：北条町駅
コース：約 12km
問合先：神鉄グループ総合案内所
☎ 078-592-4611

加西へらへとハイキング

十数年前に植えられた野上町向上の
千本桜。健気に花を付けるまでにな
り、山肌を桃色に染める。他に、大
日寺境内にある南北朝時代の異形石
仏郡も見学。（小雨決行・当日参加可）
日時：4/10（日）9:30 ～ 12:30
集合：根日女の湯西側駐車場
コース：一般向き、往復約 5km
参加費：300 円（保険料等）
申込先：観光案内所☎㊷ 8823

ふるさと再発見ハイキング
野上千本桜と大日寺石仏

会議は傍聴も可能ですので、規則に
基づいて傍聴してください。
日時：4/22（金）13:30 ～
場所：市役所 5 階（大）会議室
問合先：教育総務課☎㊷ 8770

加西市第4回定例教育委員会

高齢者のみなさんが、いきいきと自
分らしく生活し続ける「元気」のた
めの教室。健康体操を中心に、レク
リエーションや講話など楽しく心と
体を動かしましょう。
対象者：おおむね 75 歳以上で体力
の低下を感じている方（介護保険の
認定を受けられている方を除く）
場所・日時：5 月～ 9 月、各公民館
で全 10 回
■中央公民館 ( 定員 25 名 )
　第 1・3 木曜日（初回 5/12）
　9:30 ～ 11:30
■南部公民館 ( 定員 20 名 )
　第 2・4 金曜日（初回 5/13）
　9:30 ～ 11:30
■善防公民館 ( 定員 25 名 )
　第 1・3 火曜日（初回 5/17）
　10:00 ～ 12:00
参加費：1 回 300 円（初回に教材費
と し て 中 央・ 南 部 で 300 円、 善 防
で 350 円が別途必要）
持ち物：タオル、飲み物
申込期間：4/4（月）から。先着順
申込先：中央公民館☎㊷ 2151
　　　　南部公民館☎㊾ 0041
　　　　善防公民館☎㊽ 2643

高齢者健康教室
「生き活き ( いきいき )元気塾」

聴覚障害者（耳が聞こえない人）の
言葉、「手話」を学んでみませんか。
日 時：4/23 ～ H24.3/17 の間の土曜
日、約 45 回 19:00 ～ 21:00
※初回に年間計画表をお渡しします。
場所：健康福祉会館
参加費：1,470 円（テキスト代のみ）
定員：20 名（高校生以上）
対象：手話奉仕員養成講座（入門課
程）を終わられた方、もしくは 1 年
以上手話の勉強をされた方、手話で
簡単な日常会話ができる方。
主催：加西手話サークル「どんぐり」
締切：4/18（月）
申込先：社会福祉課☎㊷ 8709
℻㊸ 1801

手話奉仕員養成講座
基礎課程受講生募集

■ともだちいっぱい
手 遊 び や 電 車 ご っ こ
をして遊ぶよ。
日時：4/15（金）
11:00 ～ 12:00
■ 3 歳さんおいでおいで！
対象児：H19.4 月～ H21.3 月生まれ
日時：毎週月曜日 13:30 ～ 14:30
≪まちの子育てひろば応援団≫
■すくすくひろば＋かんがるーひろば
お子さんの身体測定をします。
日時：4/19（火）10:30 ～ 11:30

上記問合先：ねひめキッズ☎㊷ 5710

ねひめキッズからのお知らせ

日時：6/1 から 7/6 の毎週水曜日
13:30 ～ 15:30
場所：社納税協会 2 階会議室
受講料：3,000 円（テキスト代含む）
申込締切：4/28（木）先着 24 名
申込先：社納税協会
☎ 0795-42-0360、℻ 0795-42-4449

社納税協会の簿記教室



■人権相談（人権問題に係る相談）☎㊷8727
日時：4/5（火）　13:30 ～ 15:30
場所：市民会館1階会議室
■行政相談（行政に係る諸問題）☎㊷8739
日時：4/28（木）　13:30 ～ 15:30
場所：アスティアかさい3階ワークルーム
■人権擁護委員による人権相談所　☎0795㊷0201
日時：毎週木曜日（休日を除く）　9:00 ～ 16:00
場所：神戸地方法務局社支局
■心配ごと・法律相談・身体障害者福祉相談　☎㊸0303
日時：4/28（木）　9:00 ～ 11:00
場所：健康福祉会館　※法律相談は受付10名まで
■心配ごと相談・身体障害者福祉相談　☎㊸0303
日時：4/14（木）　13:30 ～ 16:00
場所：健康福祉会館
■市民相談（市民の日常生活上の諸問題）☎㊷8739
日時：月～金曜日　9:00 ～ 16:30
場所：アスティアかさい3階市民相談室
■消費生活相談（商品購入に関するトラブル等）☎㊷8739
日時：月火木金　9:00 ～ 16:30
場所：アスティアかさい3階市民相談室
■教育相談（いじめ・不登校、子どもの教育の悩み等）☎㊽3993
日時：月～金曜日　9:00 ～ 16:00
場所：総合教育センター
■青少年相談（青少年の日常生活の諸問題等）☎㊷3723
日時：月～金曜日　9:00 ～ 17:00
場所：総合教育センター
■療育・養育相談（0 ～ 18歳までの子をもつ保護者対象）☎㊷6704
日時：月～金曜日　9:00 ～ 16:00
場所：健康福祉会館 家庭児童相談室
■母子・女性・DV 相談（母子家庭等に関する相談）☎㊷8709
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:15
場所：市役所1階社会福祉課
■児童虐待・養育相談　☎㊷8709
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:15
場所：市役所1階社会福祉課
■すくすく子育て相談（子の発育や育児の健康）☎㊷8723
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:00
場所：市役所1階国保健康課
■高齢者に関する相談（高齢者の介護・医療・保健等）☎㊷7522
日時：月～金曜日　8:30 ～ 17:00
場所：市役所2階地域包括支援センター
■ボランティア相談　☎㊸8133
日時：4/7（木）　13:30 ～ 15:30
場所：健康福祉会館ふれあいの間１
■税理士による無料税務相談　☎㊸8133
日時：4/7（木）、4/21（木）　13:00 ～ 16:00
場所：市役所5階小会議室
■エイズ・肝炎ウィルス検査・相談　☎0795㊷9365
日時：4/4（月）、4/18（月）　13:30 ～ 14:30
場所：加東健康福祉事務所　※予約制、匿名、原則無料

22 23

相　談 お  く  や  み

敬称略。2月1日～ 3月20日届出・掲載承諾分

死亡者 年齢 喪主 町名

後藤末廣 86 後藤津義 坂元町
内藤敏廣 74 内藤克子 北条町小谷
蓬莱定美 43 蓬莱朋子 北条町古坂
河野さかゑ 92 髙橋みさ子 山下町
増田久和 54 増田正晴 畑町
高見百合子 83 高見周作 野上町
淺田作次 97 淺田正美 繁昌町
柏原邦夫 84 柏原邦章 畑町
美藤高司 63 美藤雅尚 福居町
岡　眞一郎 65 岡　みどり 西上野町
岩佐甲子美 60 岩佐一志 豊倉町
金川美智子 79 金川生海 和泉町
藤本ゆわの 83 藤本明則 山田町
鈴木もとゑ 91 鈴木　勇 河内町
後藤佳世子 80 後藤雅司 繁昌町
喜田ゑみ子 87 喜田　勇 福居町
藤野あや 101 藤野昌俊 北町
西村　勝 94 西村正昭 別府町甲
譽田あや子 95 譽田敏昭 池上町
飯尾脩一 82 飯尾惠美子 鶉野町
澤下勇子 82 田崎嘉邦 段下町
丸岡すが子 86 庵森克己 青野町
村岡敏子 96 村岡寛文 殿原町
西村蔦子 83 水田　精 別府町甲
大西ひで子 78 大西清司 下道山町
藤原　實 70 藤原尙美 北条町西南
宮永みさ子 91 宮永憲一 三口町
小野寺幸子 86 小野寺宣夫 両月町
長尾　進 81 長尾　真 北条町小谷
西村はるゑ 101 西村　章 別府町甲
千石みつ子 92 千石勝美 別所町
繁田元榮 91 繁田孝美 西上野町
松本毅彦 75 松本正人 山下町
衣笠たみゑ 100 衣笠　登 和泉町
國田うめ 90 國田さとみ 上万願寺町
鍛示高憲 57 鍛示和秀 北条町黒駒
久保田滿子 88 久保田虎雄 段下町
後藤義治 94 末葊紘三 殿原町
井上かつゑ 95 井上良一 朝妻町
大西義博 75 大西裕之 下道山町
村田豊彦 63 村田佳代 西長町
岩國康彦 75 岩國康成 中富町
藤本いわ江 102 藤本艶子 若井町
中村正男 78 中村　久 中野町
櫻井立身 60 櫻井康平 倉谷町
赤松貴代子 82 赤松伸治 北条町古坂
藤原みち子 93 難波達彦 北条町横尾
長岡梅子 99 長岡智彦 都染町
𠮷田つた子 95 𠮷田幹夫 常吉町
杉本行穗 51 杉本千代子 岸呂町
井上　貢 89 井上砂男 玉丘町
増田ふさの 93 増田章子 西谷町
後藤隆司 81 後藤茂富 鶉野町
石山好樹 65 石山弘和 大工町

※市外で死亡届を提出された方で「おくやみ」に掲載
を希望される方は、経営戦略室（☎㊷8700）までご
連絡ください。

休 日 当 直 医

加西市では、介護サービス利用者の
声を聞き、サービス提供事業者にそ
の思いをつなげる橋渡し役「あった
か介護相談員」を市内の高齢者施設
に派遣しています。介護サービスの
質の維持と向上を図るための重要な
活動です。あなたも養成研修を受講
して、介護サービスや福祉のまちづ
くりのために活動してみませんか？
日時：5/26（木）、27（金）
10:00 ～ 16:00
内容：介護相談員の意義と役割、介
護保険制度、高齢者の身体的・精神
的特徴、認知症の理解・接し方、利
用者の権利擁護について等を研修。
※実際の活動は月 2 回（2 時間程度）、
活動費として交通費程度を支給いた
します。
申込期限：5/16（月）
申込先：長寿介護課☎㊷ 8788

「あったか介護相談員養成研修」
受講者募集

※診察時間は、9:00 から 17:00 まで。
※当直医日程は変更になる場合がありますので、必ず病院に電話確認して
下さい。加西消防署（☎㊷ 0119）で確認することもできます。

■ 2 か月児（先天性股関節脱臼）健診 
日時：4/25（月）13:00 ～ 13:45
対象：平成 23 年 2 月生まれの乳児
■ 4 か月児健診
日時：4/5（火）13:00 ～ 13:45
対象：平成 22 年 11 月生まれの乳児
■ 1 歳 6 か月健診 
日時：4/12（火）13:00 ～ 13:45
対象：平成 21 年 10 月生まれの幼児
■ 2 歳児教室
日時：4/27（水）13:00 ～ 13:15、

14:00 ～ 14:15  
対象：平成 21 年 4 月生まれの幼児
■ 3 歳児健診
日時：4/19（火）13:00 ～ 13:45 
対象：平成 20 年 2 月生まれの幼児
■乳幼児保健相談
日時：4/21（木）13:00 ～ 13:30 
対象：希望者
■離乳食講習会初期（予約制）
日時：4/14（木）13:00 ～ 13:30  
対象：4 ～ 6 か月の乳児の保護者
定員：10 名
※実習用エプロンをご持参ください。
■プレママ教室パート 1（予約制）  
日時：5/12（木）13:00 ～ 13:30
対象：妊娠 5 か月以降のママ、育
児協力者 

検診実施場所：健康増進センター

★健診日にお子様の体調等でご都合
の悪い方は、ご連絡ください。
★健診・相談には必ず母子健康手帳
をお持ちください。
★事業の中止・順延については、下
記までお問い合わせください。

乳 幼 児 健 診

上記問合先：国保健康課☎㊷8723

■母子健康手帳の交付申請
【印鑑、妊娠届出書（産院でもらった方のみ）】

■妊婦健康診査費の助成申請
【印鑑、市内に住民票があることが確

認 で き る 書 類（ 免 許 証 等 ） を 持 参。
母子健康手帳交付時にも申請可】
対象：妊婦
受付時間：開庁日の 8:30 ～ 17:15
申請場所：国保健康課（市役所 1 階）

4 月 3 日（日）　北条田仲病院　	 ☎㊷ 4950（北条町）　
4 月 10 日（日）　安積医院　		  ☎㊻ 0361（西剣坂町）
4 月 17 日（日）　田尻内科循環器科　	 ☎㊸ 7931（北条町）
4 月 24 日（日）　堀井内科医院　	 ☎㊾ 0150（網引町）
4 月 29 日（金）　徳岡内科　		  ☎㊷ 0178（北条町）
5 月 1 日（日）　あさじ医院　		  ☎㊹ 0225（若井町）

加西市成人式の運営を行う新成人の
スタッフを募集します。
対象：平成 3 年 4 月 2 日から平成 4
年 4 月 1 日までに生まれた方
募集締切：4/28（木）まで
申込先：自己実現サポート課
☎㊷ 8775
■平成 24 年成人式
日時：平成 24 年 1 月 7 日（土）
式典 13:00（受付 12:30）
場所：加西市民会館文化ホール

成人式運営スタッフ募集

■夜間法律相談
兵庫県弁護士会では、解雇、多重債務、生活保護、家庭の
問題などに無料で電話相談に応じます。
電話番号：078-341-9600　
相談日時：第 2・第 4 日曜日 17:00 ～ 21:00

保健師、助産師、看護
師がボランティアで市
民の方々の健康相談を
行っています。体重測
定、血圧測定、体脂肪
測定など実施していますので、お気
軽にお越し下さい。
開催日時：毎月第 4 土曜日
10:30 ～ 12:00
場所：アスティアかさい 3 階　地域
交流センター
主催：兵庫県看護協会北播支部
問合先：市立加西病院看護部（岸本）
☎㊷ 2200

まちの保健室

募　集

公平委員（1 名）を募
集します。郵送または
持参で市販の履歴書と
ともに応募してくださ
い。
職務内容：職員の勤務条件に関する
措置の要求、職員に対する不利益処
分の審査など
報酬：年額 66,800 円
応募期限：4/28（木）
※詳細は、市ホームページをご覧頂く
か、下記の問合先へご連絡ください。
問合先：公平委員会☎㊷ 8780
申込先：総務部行政課☎㊷ 8702

公平委員の公募
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● 加西市ホームページ　http : //www . city . kasai . hyogo . jp

● 加西市の市外局番は 0790 です。誌面では省略しています。

東日本大震災への対応状況

■播州北条節句祭　4月2日（土）～ 3日（日）

　播州路に春を告げる北条節句祭が 4 月 2・3 日の両日、北条町北条
の住吉神社で行われます。
　播州三大祭りのひとつとして有名で、絢爛豪華な化粧屋台 13 台が
次々に宮入りし、「ヨイヤサー、ヨイヤサー」の勇ましい掛け声で境
内を練り歩き、祭りはクライマックスに達します。また、祭りで東日
本大震災義援金の募金活動も行われます。

豪華な屋台・龍王舞・鶏合せ／大震災義援金の募金も

住吉神社への宮入

【問合先】　安全防災課☎㊷8751　℻㊸1800　bosai@city.kasai.lg.jp

KASAI データバンク
H23.2.28 現在（前月比）

人口／ 47,831（－ 16）
2 月の出生数／ 22 人

男／ 23,312（－ 6）
死亡数／ 34 人

女／ 24,519（－ 10） 世帯数／ 16,945（＋ 24）｜ ｜ ｜

　市外に住まれている加西市出身の方、加西市にゆかりのある方、加西を訪れ加西ファンになった方、ふるさと
納税（ご寄付）をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先  財政課☎ 0790 ㊷ 8710

ふるさと納税は加西市に

■義援金の募金について
　市では、東日本大震災被災者を支援するため
次の各施設に募金箱を設置しています。
　市内外より多数の温かいご支援とご協力を
いただき、これまでに 416 万 6,787 円の義援金
をお寄せいただきました（3/24 現在）。
　この義援金は、兵庫県義援金募集委員会を通
じて、被災者の元へお届けします。
　義援金をお寄せいただきました、個人、団
体の皆様に心よりお礼を申し上げるとともに、
引き続き皆様のご支援をお願いいたします。 

・市役所庁舎 1 階　市民課窓口前 
・市立加西病院 
・地域交流センター （アスティアかさい 3 階）
・健康福祉会館
・市民会館 
・善防公民館 
・南部公民館 
・北部公民館 
・加西市クリーンセンター 
・勤労者体育センター

北条鉄道の子ザル
駅長も募金活動を
展開（3/20）

　平成 23 年 3 月 11 日午後に発生した東北地方太平洋沖地震で想像を絶
する甚大な被害が発生しました。不幸にして亡くなられた方々には哀悼
の意を表するとともに、ご冥福をお祈りします。また、被災され負傷さ
れた方々には心よりお見舞い申し上げ、一日も早く平穏な日常生活を取
り戻され、復旧・復興の進むことをお祈り申し上げます。

　加西市も、被災された方々の支援や一日も早い生活復旧・復興を願い、
地震発生当日には緊急消防援助隊の 1 次派遣隊をタンク車で出発させ、
これまでに延べ4隊（計20名）が被災地で活動しています（3月24日現在）。
また、給水タンク積載ダンプや廃棄物処理用のパッカー車など、要請が
あればいつでも出動できる態勢を整えています。
　同時に、市民の皆様からは、ボランティアの支援や救援物資の提供等
のお申し出をたくさん頂戴しており、これらのご厚意は大変ありがたく、
国・県とも連携しながら最大限に活用させていただきます。

　通信・交通が寸断された中、これまでは約 1,000㎞以上離れた遠隔被
災地へ人や物を送り込むことに支援の力点を置いてきましたが、今後は
むしろ諸条件不利な被災地から気候温暖でインフラも整った加西市への、
一時避難や中長期的な移住も働きかけていく考えです。

　現在、市営住宅への被災者の受け入れ、避難所として公共施設の被災
者への開放、疎開移住の受け入れなど、市独自の対応も準備中です。今後、
市や市社協などからご協力や救援物資のお願いをすることもあると思い
ますが、当面の間は、市内の公共施設に義援金の募金箱を設置しており
ますので、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　市の対応状況や被災地に送る支援物資の募集等は、市ホームページで
その都度お知らせしておりますので、どうぞご覧ください。　　　（市長）


